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研究成果の概要（和文）：国土と国土は、国境を隔てて拮抗するものだが、語圏と語圏はかならずしもそうでは
ない。帝国主義の時代には、語圏相互の重なり合いのなかから膨大な文学作品が産み出された。また、グローバ
ル化が進む現代、語圏間の重なり合いはいっそう複雑化する傾向にある。このことを、かつて帝国日本の影響下
にあった東アジア、そして西欧列強の影響下に成立した南北アメリカを主たる対象に据え、相互に比較対照し
た。比較植民地文学研究という新しい研究方法の模索。

研究成果の概要（英文）：National territories are not supposed to overlap but different 
linguistic-spheres often coexist, for example in colonized areas or in so-called global cities. It 
is notable that more and more works are produced at the crossroads of plural linguistic-spheres. 
This research is an effort to invent a new method of comparative literature, which could be adapted 
to the study of colonial and post-colonial literatures. The main fields are 1) the East Asia which 
had been ruled or militarily occupied by Imperial Japan and 2) North and South Americas where the 
hegemony of dominant European languages is irreversibly established.

研究分野： 比較文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2012 年から 2014 年にかけての 3年間、「基

盤研究（C）比較植民地文学研究の基盤整備
（課題番号：24520411）」を通して得られた
知見に基づき、ここでは新たに「語圏」なる
概念を用い、新しい比較文学研究の方法を模
索することとした。国家と国家、帝国と帝国
は、境界をもってせめぎあい、拮抗するが、
「語圏」と「語圏」は、拮抗ではなく、重な
り合い、もつれあう。単著『バイリンガルな
夢と憂鬱』（人文書院、2014）は、こうした
問題を「バイリンガル」の問題として取り上
げたもので、帝国日本が生み出し、日本の植
民地喪失によって結果的にもたらされた「語
圏」間の関係変容を炙り出す試みであった。
本研究は、その成果を活かしつつ、東アジア
地域の比較文学史をめぐっての新展開を試
みるものであり、同じ着想が、南北アメリカ
大陸の文学（将来的にはアフリカ大陸の文学）
をとらえなおす上での視座の獲得にどう役
立てられるかという問いに答えを出すこと
を、もうひとつの目標に据えた。 
 
２．研究の目的 
 20 世紀のアジアで唯一、植民地主義帝国と
しての道を歩んだ日本は、豊かな「日本語圏
文学」を産み出し、その勢力圏は広域に及ん
だ。しかし、その諸特徴を見るためには、ス
ペイン、ポルトガル、オランダ、英国、フラ
ンス、あるいはロシア、ドイツといったヨー
ロッパ列強の「語圏文学」との比較対照が不
可欠である。しかも、そうした覇権を笠に着
た「語圏」の影響下に成立した被植民者側の
文学（「国民文学」未満の「語圏文学」）のこ
とも絶えず視野に入れておく必要がある。そ
うしたときに「国民文学」相互の比較といっ
た色彩が強い、古典的な比較文学の手法では
足りない。帝国間の戦争は、軍事的なものに
とどまらず、言語間の覇権争いの様相を呈し
たし、帝国の言語と被植民者の言語の対立
（非対称的な関係）も激烈なものであった。
こうした現実を前にして、ポストコロニアル
批評が導入を試みたのは、「語圏」の障壁を
とりはらって、帝国主義時代の世界文学、ポ
ストコロニアル時代の世界文学に共通する
特徴を、惑星大のスケールで見究めるという
ダイナミックな研究手法であった。 
 
３．研究の方法 
 1990 年代以降のポストコロニアル批評の
隆盛と定着、および東アジア地域における現
代文学研究の国境を越えた連携強化を踏ま
えて、その歴史的経緯を「語圏」相互の「非
対称」な関係として記述する方法を鍛え上げ
るべく、南北アメリカ大陸におけるスペイン
語とポルトガル語、オランダ語、英語、フラ
ンス語の相互交渉と棲み分けをめぐる比較
文学的研究との接点をさぐる。その際には、
コロンブス以降の西洋列強の言語と、先住民
族の言語とのあいだの「接触」、さらにはア

メリカ諸国の政治的独立以降に移り住んだ
新移民の言語の「定着」にも注目することで、
南北アメリカ大陸の 500 年を「語圏」概念を
用いつつ記述する道が開かれるであろう。そ
して同じ方法が、ゆくゆくはアフリカ大陸の
文学状況の理解にも資するであろうとの展
望をもって研究に臨む。 
 南北アメリカ大陸の事例は、欧州やアジア、
あるいはアフリカ大陸の事例を考える上で、
「基準」とは言えないまでも、有効な「参照
枠組み」を提示してくれるだろう。 
 
４．研究成果 
 帝国日本の盛衰にともなう東アジア文学
の歴史を「語圏」概念を用いながら記述する
試みは、『外地巡礼――「越境的」日本語文
学論』（下記図書①）として、ひとまず完成
を見た。そこでは、「多言語の島」としての
長い歴史を持つ台湾において、「日本語圏」
や「華語圏」、さらに「原住民族等が支えて
いる少数派の言語圏」、それらがどう重なり
合い、相互に交渉してきたのかについての考
察を試みた。同書の執筆途上、台湾の大学で
の数回の招待講演をこなしたが、そこで得た
ものは大きく、本研究が台湾の文学研究者の
あいだにも一定のインパクトを行使できる
ものであるとの感触が得られた。 
 またカリブ海を取り囲む大小アンチル諸
島を含む南北アメリカ大陸の文学に関して
は、本務校（立命館大学）の国際言語文化研
究所のプロジェクト（環カリブ海地域におけ
る言語横断的な文化／文学の研究）とも連携
しつつ、「スペイン語とポルトガル語、オラ
ンダ語と英語、フランス語の相互交渉と棲み
分け」をめぐる資料収集と共同研究を進めた
ほか、パピアメント語など、同地域の文化現
象のなかでクレオール諸言語が果たした役
割をめぐる考察も一定の成果へとたどり着
いた（下記雑誌論文④）。 
 他方、南北アメリカ文学において「新移民」
が諸国の文学にもたらし、またもたらしつつ
ある寄与については、従来から注目してきた
「日系文学」に加え、亡命ポーランド文学（下
記雑誌論文③）や、東欧発のユダヤ系文学で
ある「イディッシュ文学」（下記図書②を参
照）の世界展開にも注意を払い、現在は「南
北アメリカにおける語圏の淘汰と並立」につ
いて、著書の完成を急いでいる。そこでは
(１)先住諸民族の言語、(２)西洋五大列強の
言語、(３)奴隷制社会のなかで新規に成立し
たクレオール諸言語（フレンチ・クレオール
やパピアメント）、(４)19 世紀以降の新移民
の言語が、さまざまな形で「相互交渉と棲み
分け」をくり返していることが浮き彫りにな
るはずである。このように「カリブ海を取り
囲む大小アンチル諸島を含む南北アメリカ
大陸の文学」を一望に収めた文学論は、これ
まで国内外で類例を見ないものであり、本研
究終了後の直近の課題はこれである。 
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